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高度経済成長期以降に整備された道路橋、トンネル、河川、下水道、港湾等について、
建設後50年以上経過する施設の割合が加速度的に高くなる。

高齢化するインフラ（建設後５０年を経過する割合）

2018年3月 2023年3月 2033年３月

道路橋
［約７３万橋（橋長２ｍ以上の橋）］ 約２５％ 約３９％ 約６３％

トンネル
［約１万１千本］ 約２０％ 約２７％ 約４２％

河川管理施設（水門等）
［約１万施設（国管理施設）］ 約３２％ 約４２％ 約６２％

下水道管きょ
［総延長：約４７万ｋｍ］ 約４％ 約８％ 約２１％

港湾岸壁
［約５千施設（水深－４．５ｍ以深］ 約１７％ 約３２％ 約５８％

出典：国土交通白書２０１８



維持管理における技術基準の体系
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道路法

政令

省令・告示

H25.9.2施行

通知（道路橋等
定期点検要領）

・維持、点検、措置を講ずることを規定

・省令（道路法施行規則）の規定に基づいて行う点検の最小限

の方法、記録項目を規定したもの

構造物の特性に応じ省令・告示に沿った具体的な点検方法

・主な変状の着目箇所、判定事例写真等

H26.3.31公布
H26.7. 1施行

H26.6.25策定

・トンネル、橋その他の道路を構成する施設若しくは工作物又は道

路の附属物のうち、損傷、腐食その他の劣化その他の異状が生

じた場合に道路の構造又は交通に大きな支障を及ぼすおそれの

あるものについて定期点検を規定

・５年に１回、近接目視を基本として実施

・健全性の診断結果を、４段階に区分
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道路橋定期点検要領［平成２６年６月］

道路トンネル定期点検要領［平成２６年６月］

舗装点検要領［平成２８年１０月］

シェッド、大型カルバート等定期点検要領［平成２６年６月］

道路土工構造物点検要領［平成２９年８月］

横断歩道橋定期点検要領［平成２６年６月］

門型標識定期点検要領［平成２６年６月］

小規模附属物点検要領［平成２９年３月］

道路構造物の点検要領

改正［平成３１年２月］

改正［平成３１年２月］

改正［平成３１年２月］

改正［平成３１年２月］

改正［平成３１年２月］
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一巡目の点検結果（橋梁）

出典：道路メンテナンス年報（令和元年８月）
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一巡目の点検結果（トンネル、道路附属物等）

出典：道路メンテナンス年報（令和元年８月）
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修繕・措置の状況

出典：道路メンテナンス年報（令和元年８月）



インフラ管理施術の開発：ＳＩＰ
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https://www.jst.go.jp/sip/k07.html



点検結果より
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 近接目視により確認出来た事例

 前回判定Ⅰから損傷が進行した事例

出典：第９回道路技術小委員会資料



特徴的な損傷事例

10出典：第９回道路技術小委員会資料



海外での落橋・重篤損傷事例
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２０１９年１０月１日 台湾

２０１８年８月１４日 イタリア ２０１９年２月１１日 アメリカ

https://newtalk.tw/news/view/2019-10-11/310409

２０１９年１０月１０日 中国

https://www.nytimes.com/2018/08/14/world/europe/italy-genoa-bridge-collapse.html

https://edition.cnn.com/videos/world/2019/10/01/taiwan-nanfangao-bridge-collapse-orig-vstop-bdk.cnn

https://www.chicagotribune.com/news/breaking/ct-met-lake-shore-drive-river-

bridge-closure-20190211-story.html



定期点検の見直し
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定期点検の質は確保しつつ、

① 損傷や構造特性に応じた点検対象の絞り込み
 損傷や構造特性に応じた点検着目箇所を特定することで、点検を合理化

 特徴的な損傷の健全性をより適切に診断できるよう、技術情報を充実

第１０回道路技術小委員会資料より作成

単純床版橋 水路カルバート ２回目以降のトンネル打音検査範囲

水中部材の断面欠損 ＰＣ鋼材の突出 斜張橋ケーブル破断



定期点検の見直し
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② 新技術の活用による点検方法の効率化

出典：第１１回道路技術小委員会資料



14出典：第１０回道路技術小委員会資料



イノベーション
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日本機械学会２０１９年度年次大会 特別講演



近接目視によらない点検方法の導入

16出典：第１１回道路技術小委員会資料



イノベーションを起こすために
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「おもしろい」技術から

「使いたい」技術へ

現場ニーズ
・どのような場面で、

誰に使ってもらうか？

・使いたいと思われるか？

シーズ技術

・革新的な技術

・他分野の技術



技術検証応募技術（ニーズ型２０技術）

18出典：第１１回道路技術小委員会資料



19出典：第１１回道路技術小委員会資料

技術検証応募技術（シーズマッチング型２７技術）



技術検証の進め方

20出典：第１１回道路技術小委員会資料



（係数１）×（荷重１）
＋ （係数２）×（荷重２） ＋・・・

（限界状態）

（係数１）×（係数２）×・・・・
＜

（荷重１）＋（荷重２）＋・・・

（荷重組合せによる割増係数）

（降伏応力度）

（安全率）
＜

部分係数設計法による補修・補強設計の合理化

新設構造物の設計

既設設構造物への適用
（部分係数設計法）

許容応力度設計法（H24）

部分係数設計法（H２９）

標準的な構造・材料を前提に、荷重や調査・施工管理によらず、一律の安全余裕度を設定。

多様な構造・材料を活用できるよう、荷重特性や構造・材料の信頼性、解析精度等に応じて
複数の安全係数を導入

・１００年に一度の断面力を与える荷重
・交通状況は２，３種類

・標準的な施工法による強度のばらつき
・解析、調査精度に応じた係数

・供用年数、交通実態に応じた照
査用荷重の設定

・実構造物で確認した材料強度の
活用
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限界状態を考慮した
鋼橋の補修・補強設計法

合理化

あて板

鋼Ｉ桁

被補修補強材、補修補強材ともに降伏しないように設計
→補修補強材には余裕があり、非合理的な設計となる可能性

あて板

鋼Ｉ桁

補修補強材σ

ε

被補修補強材（既設部材）σ

ε

降伏点

降伏点

A（死荷重のみ）

B（死荷重＋活荷重）

A（死荷重のみ）

B（死荷重＋活荷重）

死荷重分を除く
曲げモーメント

活荷重
載荷時

Φ

A

B

【H24道示】 許容応力度設計法
（材料を降伏させない設計）

【H29道示】 限界状態設計法
（部材を降伏させない設計）

ε

死荷重分を除く
曲げモーメント

活荷重
載荷時

Φ

A

B補修補強材σ

被補修補強材（既設部材）σ

ε

降伏点

降伏点

A（死荷重のみ）

B（死荷重＋活荷重）

A（死荷重のみ）

B（死荷重＋活荷重）

ムダ

ムダ



23ハンス・ロスリング他 FACT FULNESS より

飛行機事故の死者数の変化
１００億旅行マイル当たりの年間死亡者数（５年間の平均）

１９４４年 シカゴ条約（国際民間航空条約）
Annex13 航空機事故調査
航空機事故及びインシデント調査に関する標準と勧告方式を定める

事故情報の共有
リスク要因の解明による新しい安全対策

1903 ライト兄弟



ご意見をお聞かせ下さい。

木村嘉富

kimura-y92tb@mlit.go.jp


